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　近年，暖 地 の 水稲乾田直播栽培圃場で は，ヒ ユ 科の
一年

生 帰化雑草 ホ ソ バ ッ ル ノ ゲ イ トウ （Altemanthera 　 nodtPora

R ．Br．） の 発生 が 認 め ら れ て い る．こ れ まで に種 子 の 休 眠

や 出芽特 性 （住 吉 ら　2002），生 育 に 及 ぼ す水管 理 条 件 の

影響 （住吉 ら　2004a ），あ る い は 各種 除 草 剤 に よ る殺 草

効 果 （住 吉 ら　2003 ）な ど が 報告 さ れ て い る．そ して ，種

子の
一

次 休眠 が 浅 い こ と，ま た 湛 水 条件 で は 出芽 で きない

もの の ，一
時的 な湛 水 に よ っ て 出芽 が 促進 さ れ る こ と （住

吉 ら　 2004b ）な どが 明らか とな っ て い る，休 眠性 は土 壌

中 に お ける種 子 の 寿 命 との 関連性 が 高い と考え ら れ，水稲

直播栽培で 実施 され る耕起 あ る い は代 か き ・落水な ど の 圃

場管 理が ，本 草種 の 埋 土種 子 の 動態 に 及 ぼ す 影響 を長 期 的

に把 握す る こ とは 防除上有用な知見 とな る と考 え られる ．

そ こで 本研究 は，本草 種 の 発生 に対 す る耕 起お よ び 代か き

の 影 響 を 2 力 年に 渡 っ て 検討 した．

　 また ，水稲 乾 田 直播 栽培 で 使 用 され る 除草 剤 の 中 で，播

種 直後土 壌 処理 除草剤 の ホ ソ バ ッ ル ノ ゲ イ トウ に 対す る 防

除効果 に つ い て は，これ まで 検討 され て い な い ，そ こ で ，

水稲播種直後に 使用可 能 な土壌 処 理除 草剤 を用 い て ， 本草

種 に対 す る 防除 効果 を検討 した．

材料と方法

　試験 は，九州 沖縄 農業研 究セ ン タ
ー
水田作研究部 （福岡

県筑後 市 ） に お い て 行 っ た ．ホ ソ バ ッ ル ノ ゲ イ トウ種 子 は

秋期に 所内の 試験 圃場周 辺 で 採集 し，風乾後室 温で 乾燥保

存 した もの を用い た．外被を含め た 果実 の 長 さは L5 〜2．0

  で あ り，またそ の 1粒 重 は約0．3  で あ っ た ．

  6 月耕 起 区 （2003年 6月 5 日お よ び2004年 6 月 1 日耕起），

  5 月代か き区 （2003年 5 月 9 口お よび20〔n年 5 月 6 日代

か き），  6 月代 か き区 （2003年 6 月 5 日 お よ び2004年 6

月 1 日代 か き），お よ び  放 任 区 の 合 計 6 区 を 設 け，そ れ

ぞれ 2 ポ ッ トずつ 準備 した． 
〜
  の 耕起 区 で は，それ ぞ

れの 耕 起 日に表 層約 5cmを耕起 して 整地 した ，  お よ び 

の 代 か き区 で は ，そ れ ぞ れ の 代か き 日 に 表 層 約 5cm を耕

起 ・湛水後，同層 を撹拌 して 代 か き した ．以 降 7 日間湛水

を保っ た後，ポ ッ ト下 部の 排 水孔 よ り排水 して 落水 を行 っ

た．  お よび  区 の 湛水 期 間以外 は す べ て の 区で 自然降雨

に 任せ ，ポ ッ トの 排水孔 よ り排水 した，

　種 子 の 混入 以降，定期 的 に 出芽 した 個体 を抜 き取 っ て 出

芽数 を調査 した．対 象外 雑 草 は適 宜 除去 した．

試験 2　 土壌処 理 除草 剤の 防除効 果

　試 験 に は2002年に 採集 した 種子 を用 い た．水 田土 壌 を詰

め た 1 ／5，000a ポ ッ トに，ホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ トウ の 種 子

を約300粒播種 して 土壌表層約 5   に 混和 した．ポ ッ トは

2003年 5 月19日に湛水 し，表層 5   程度 を撹拌 して 代か き

を 行 っ た．翌 日，ポ ッ トの 下 栓 よ り排 水 し て 落水 を行 い ，

表 面水 が完全 に無 くな っ た 後 に ，第 1 表 に 示 し た 各除 草剤

を処理 し た．他に 除草剤を処理 しない 無 処理 区 を設 け，い

ずれ も3 ポ ッ トの 反復 と した．処理 量は 表の 注に記載 した．

　 ポ ッ トは雨 よ けハ ウ ス 内に 設置 し，適 宜潅 水 して ，除草

剤 処理 後30日 目に ホ ソ バ ツ ル ノ ゲイ トウ の 生 存個 体数，葉

齢，草 丈 お よ び 地 上 部乾 物重 を調 査 した，

結　　果
試験 1　 発 生 の 特徴

　試験 に は 2000年に 採集 した種子 を用 い た．予 め 水 田土 壌

を詰 め た 1m 角 の コ ン ク リートポ ッ ト （戸外）に，2002年

11月22日，ホ ソバ ツ ル ノゲ イ トウの 種子をポ ッ ト当た り約

1，　OOO粒 土 壌 表層 約 lcm に 混和 し た．試 験 区 と して，  4

月耕起 区 （2003年 4 月 7 日お よ び 2004年 4 月12日耕起， 

5 月耕起 区 （2003年 5 月 9 日お よ び2004年 5 月 6 日耕 起），

試 験 1　 発 生の 特徴 （第 1図 お よ び第 2図 ）

　放任 区に お ける ホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ トウ の 発生 は ，種子 を

土 壌中に混入 した翌年では，4 月中旬から始まり，大半は

7 月まで に 認 め ら れ た が ，最 終 の 発生 は 11月下 旬で あ っ た．

2 年 目 で は 6 月下 旬 まで 調 査 したが，発 生 は 認 め られ な

か っ た，全調査期間 を通 した 発生 本数は 少な く，2 ポ ッ ト
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第 1図 　ホ ソ バ ツル ノ ゲ イ トウの 発生 に及 ぼ す耕 起 の 影 響．
　 　 　 20D2年秋 に種子 を埋 土 した．
　 　 　 累積発生 本数 は 2 ポ ッ ト合計値．
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第 2 図　 ホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ トウの 発生に 及 ぼす代か きの 影響．
第 1図 参照．

合計 で 20本程 度 で あ っ た．

　耕起区の 種子混入翌 年に お け る発生 は，い ず れの 区 も 4

月 中旬 か ら始 ま り，放 任 区 と同様 の 経過 をた ど り，耕起 時

期 の 違 い に よ る 発生消長へ の 影響は 明確で は な か っ た．一

方，2年 目で は 4 月耕 起 区で は 4 月下旬 か ら，5 月耕 起 区

で は 5 月下 旬 か ら発 生 が 認 め ら れ ，6 月耕起 区で は 6 月下

旬 まで の 調査 期 間 に は発生 が認 め られ なか っ た。全調 査期

間 を通 した発 生本 数 に は 区間差 が認め られ たが，い ずれ も

放任区 と 同程度 と考 え られ ，耕起時 期に よ る 影響 は なか っ

た もの と考 え られた．

　代か き区の 種子混 入 翌 年に お け る 発生 は，両 区 と も 4 月

中旬か ら始 まっ たが，5 月代か き区で は 5 月下 旬，6 月代

か き区で は 6 月下旬 に発 生 の ピー
ク が認 め られた，一方，

2 年 目で は 5 月代 か き区で は 5 月 中旬 か ら，6 月代 か き区

で は 6 月 中旬 か ら発 生が 認 め られ た．全調 査期 間 を通 した

発生本数は 放任区に 比べ て 非常に 多か っ た．種子混入翌年

の 発生 本 数は 5 月代 か き区 の 方が多か っ た が，2 年 目の 発

生 本数 で は 6 月代 か き区の 方 が 多い 傾 向で あ っ た，

試 験 2　 土 壌処理 除草 剤 の 防 除効 果 （第 1表 ）

　無処理区に お ける ホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ トウ の 発生本数 は

ポ ッ ト当 た り30本 程 度で ，播種 粒 数 の 概 ね 10％ の 出芽率 で

あっ た．

　プ ロ メ トリ ン ・ベ ン チ オ カ ー
ブ粒 剤 で は，調査 時 の 残存

本数が 少な く，残存 した 個体の 生 育も抑制 され て お り，ポ ッ

ト当 た りの 乾物重 は無 処理 区の 1 ％未満 とな り，防 除効果

が 非常に 高か っ た．

　
一

方，ト リ フ ル ラ リ ン 粒 剤 で は，残存 本数 の 減 少 が 認 め

られた もの の ，残 存個 体 の 葉齢 お よび草 丈等 の 生 育量 は無

第 1表 ホ ソ バ ツ ル ノ ゲイ トウに対 する土壌 処理 除草剤

　 　 　 の 防除効果．

除草 剤名　 　 　 本数 　 　葉齢 　 　草 丈　 乾物 重 〔同左％ 〕　　 備 　 考
．

7
’ロメト

1，ン，へ「ンナオカーフ『　　O．7　　　 3．0　　　 6．8　　　　 t　 〔　　　t　〕

．1！1磐．．．．．．．．．．il旦． 5・5
　

L5・4 鵬 圃
一

部 蹴 育

無 処 理 29．7　　　 5　0　　　14．6　　　2．5P 　（　 100　，

1〆5，0   OHポ ット試験。　 syパ ．摺 ゲ イトウ種于 を土 111に 混入 し て ，UO   ：1年．S月 19．　N に 湛水
・
代か きし，翌 日落水 して 各除草 剤を処理 した。い ずれ も粒剤 を用 い ，1’Di トリン

・
ペ ンナ肋 一ブ は 500g 〆a．　IIJ7−i／Jンは 500gtat ！した（各 3ポ ッF・），、
除草剤 処 理 径 30 日 目 に 調 査 し た 。本 数 ・乾 物 重 は ホ

．
廾 当 た り の 恒 、葉 齢 ・

草 丈

（cUl は残存個体の 最大値．

処理 区 と同等で あ っ た．また，
一

部 の 個体 で は葉 身が褐色

を 帯び，奇形 を 呈 す る な ど異 常 な 生 育 が 認 め られ た．ポ ッ

ト当 た りの 乾物 重 は 無 処 理 区の ユ4％ とな り，防除効果は

劣 っ た．

考 　　察

　 ホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ トウ の 種子 は他 の 多 くの 雑草 種子 と 同

様に微小 で あ り （1果 実 当 た りの 長 さ ；1．5〜2．0  ，1粒

重 ；約0．3  〉，光 発芽性を有 し，出芽深度は浅く，極表層

で の 出芽 に 優 れ る こ とが 明 らか と な っ て い る （住 吉 ら

2002）．また，屋 外裸地 条件 で の 発生 期間 は 春 期 か ら秋 期

に渡 り，耕 起 の 有 無 や耕起 時期 は発 生消 長 に は ほ とん ど影

響 し なか っ た （住吉ら 2004b ）．本試験 1 で は 種子 混 入翌

年 の 発生 に は 耕起 の 影 響 は明確 で な く，2 年 目 に耕 起 に よ

る 発 生促進 効果が 僅 か な が ら認 め られ た．

　 光 発芽性 を 有す る 雑 草種 子 に対 す る 耕起 の 発生促 進効 果

と して 期待 さ れ る 要因は，出芽可 能な深度へ の 新た な種子

の 供給や，露光に よ る 深い 位置 を含め て の 種子の 発 芽促 進，

種 子 へ の 機 械 的 な損 傷 に よ る 休 眠 覚醒 （刺 傷処 理 〉効果 な

どで あ る．ホ ソ バ ツ ル ノゲ イ トウの 種子 に 関 して は，前述

の よ うに 微 小種 子 で あ り出 芽深度 が極 め て 浅 い こ とか ら，

露光に よ っ て 深 い 位置 に 分布す る種子 が発 芽可 能 とな っ た

とし て も出芽で きず，極表層 に供給さ れ た 種子 の み が 新た

に 出芽 可能 と な る もの と考 え られる．また，全期 間 に お け

る 発生 本数に 放任区と耕起区との 間で 大きな 差が なか っ た

こ と や，種子 の
・．・

次 休 眠 が浅 い こ と （住 吉 ら 2002） な ど

か ら，刺 傷 処理 に よる発 生 へ の 影響 はほ とん どない もの と

推 察さ れ る．した が っ て，本試験 1で 得ら れ た結果 に は，

耕 起 に よ っ て 極 表 層 に新 た に 供 給 さ れ た 種 子 が 極 僅 か で

あ っ た こ とや，設定 した耕 起 時期 の 4 月〜6 月が ホ ソ バ ツ

ル ノ ゲ イ トウの 自然発生時期 に当た る こ と な どが 影響 した

もの と推 察 され る，

　
一

方，5月お よ び 6月 の 代 か き ・落水 は ホ ソ バ ッ ル ノ ゲ

イ トウ の 発生 を促 進 し，そ の 効 果 は 2 年 目 に お い て も認 め

ら れ た．こ れ は，代 か き・落水後に 大量 の 種子が 土壌 表層

に分 布 した結果 に よる もの と推 察され る．す なわち，耕起

後の 湛水 ・代 か きに よ っ て
一・

部 の 種子 は 水面 に 浮 き，残 り

の 土 壌懸 濁液 中 に 浮遊 した種 子 も比 重 の 関係 か ら土 壌 表面

近 くに多 く沈 降 し，最 終 的 に は落水 に よ っ て大 量 の 種 子が
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土壌 表層 に位 置す るこ と に なる，また
， 湛水 の み に よ っ て

もホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ トウの 発生促 進 効果 が認 め られて い る

こ とか ら （住吉 ら 2004b ），種子 へ の 十 分な水分の 供給 は

発 芽促進 に 効 果が あ る もの と考 え られ る．

　 以上 の こ とか ら，ホ ソ バ ツ ル ノ ゲ イ ト ウ の発 生 に 対する

耕起 の 影響 は 明確 で は な か っ た が，湛水 ・代 か き とそ の 後

の 落水 は 発生 を大 い に 促進 させ る もの と 考 え られ る．現 在，

ホ ソバ ッ ル ノ ゲ イ トウ は 乾田 直播栽培 に お ける 雑草 と して

報告 され て い る が，本 試験 の 結 果 は，初期 に 落 水管 理 を伴

う湛 水直播 栽培 に お い て ，よ り発 生 しや すい 草 種 で あ る こ

とを示 して い る．今後 の 本草 種 の 発生 動 向が懸 念 され る．

　また，ホ ソ バ ッ ル ノゲ イ トウ の 種子 は
一
次休眠が 浅い こ

とが 報 告 され て い る （住 吉 ら 2002）．・・般 に，休 眠 が 浅 い

種子 は 貯蔵 中に お け る 養分 の 消耗 が 激 し く，寿 命が 短 い と

考え られ る が，本 試験 1で は，屋 外 の 土壌 中で 短期 間 の 湛

水が 行わ れ た 条件で も 2 年間以 上 の 生 存が 可 能で ある こ と

が示 され た．今 後 は，土壌 中 に おけ る 種子 の 休 眠状 態の 把

握 と と もに，種 子 の 寿 命 に 関 して さ ら に長 期 間 の 調 査が 望

まれる，

　 ホ ソバ ツ ル ノ ゲ イ トウ の 防 除 に 関 して は，こ れ まで に 非

選択性除草剤，水稲の 乾田直播栽培 の 乾出期間に 利用され

る 茎 葉 処理 除草 剤 お よ び 湛水条件で 使 用 さ れ る 土 壌処 理 除

草剤の 効果 に つ い て 明 らか に されて い る （住吉 ら 2003）．

本試験 2 の 結果 か ら，水稲乾田直播栽培 の播種直後に 利用

され る 土壌 処理 除草 剤 で は，プ ロ メ トリン ・ベ ン チ オ カー

ブ粒 剤 の 防 除 効 果が 高 い こ とが 明 ら か と な っ た ．

　 こ れ まで は ，水稲 播種 後の 乾 田期 間に 使用 で きる 除草剤

の 中で ，最大 3 葉期 まで の 個体 に対 して ベ ン タ ゾ ン 液剤 の

有効性が 示 され て い た が ，ホ ソ バ ッ ル ノ ゲ イ トウ は 発生 か

ら 2 〜3週 間程 度 で 3 葉期 以上 に 達す る ため，ベ ン タ ゾ ン

液 剤の み で 乾 田期 間に 発生 す る 個体 の 完全 防除 は 困難 と考

え られ て い た （住吉 ら 2003），今 後 は，播 種 直後 に プ ロ メ

トリ ン ・ベ ン チ オ カーブ粒 剤 を処理 す る こ とで 30日間程度

の 乾 田期 間 の 防 除が 可能 で あ る こ とか ら，こ れ らの 除草剤
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を効 果的 に用 い る こ とに よ っ て
，

よ り安定 したホ ソ バ ツ ル

ノ ゲ イ トウの 防除が 可能 で あ る と考 え られる．

　 また，前段で 論 じた よ うに，ホ ソ バ ッ ル ノ ゲ イ トウ は 初

期 に 落水 管理 を伴 う湛水 直播 栽培 で も発生 し て 問題 とな る

可 能性が 指摘 され る が ，乾田直播栽培の 各時期に 使用 され

る 除草 剤 は，湛水直 播栽 培 の 落水期 お よ び 再湛 水以 降 に も

使 用可 能 な もの もある こ とか ら，それ ら除 草剤 の 有 効利用

が 望 まれ る．

摘 　 　要

　暖地の 水稲直播栽培 に 発生 が 認め ら れ る ヒ ユ 科の
一
年生

帰 化雑 草ホ ソバ ツ ル ノ ゲ イ トウ に つ い て，発生 に 対す る耕

起 と代 か きの 影響 を検 討 す る た め ，2002年秋 に 1m 角 コ ン

ク リ
ートポ ッ ト内水 田土壌 中に 種子 を混 入 した．翌 年の 発

生 に 対する 耕起 の 影響 は 明確で な か っ た が ，代 か き ・落水

は発生 を促 進 し，そ の 効 果 は播 種後 2年 目に お い て も認 め

ら れ た．一方，耕 起 に よ る 影響 は播 種後 2 年 目 に お い て 僅

か なが ら認 め ら れ た ．また，土壌 処 理 除草剤 の ホ ソ バ ツ ル

ノ ゲ イ トウ に 対 す る 防 除効 果 を ユ／5，000a ポ ッ ト条件で

検討 した と こ ろ，プロ メ トリ ン ・ベ ン チ オ カ
ー

ブ 粒剤の 効

果 が 高 く，トリ フ ル ラ リ ン 粒剤 は効 果が 劣 っ た ．
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